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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

1 20分 島袋　　大（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 不発弾処理予算（住宅等開発磁気探査支援事業費）について

(1) これまでの予算額について（令和２年度から令和５年度）

(2) 建築確認件数と住宅等開発磁気探査件数はどうなっているのか（令和２年度から令和５
年度）を伺う。

(3) 令和５年度の執行状況と5243.1万円を専決処分した理由を伺う。

(4) 令和６年度の予算額について（見通し）

(5) 不用額の取扱いについて伺う。

(6) これまで国の補正予算を活用した実績はあるか。

2 企業局による水道料金の値上げについて

(1) なぜこのような物価高が続くタイミングで値上げに踏み切ったのか伺う。

(2) 水道料金の値上げに踏み切らざるを得ない核心の理由は何か伺う。

(3) 平成30年の水道法改正以前にも資産維持費を適切に総括原価に計上する公営企業は
全国的にあったはずだが、なぜ沖縄県企業局はそうしてこなかったのか伺う。

3 畜産への支援について

(1) 和牛繁殖農家女性部との意見交換を行ったと思うが、県の考え方と一致したのか伺う。

(2) 沖縄県和牛子牛価格安定特別対策事業の補塡金支払い状況について伺う。

(3) 畜産農家の就労時間は年間何時間と考えているか伺う。

(4) 畜産農家への支援金及び義援金等について、どのように考えているか伺う。

4 学校給食費無償化について

(1) 学校給食費無償化を玉城知事が公約として掲げた理由は何か伺う。

(2) 第３子以降は無償化するという報道が出たこともあったが、制度設計の議論は進んでいる
のか伺う。

(3) 国の子供政策の動向を注視するという答弁は言語道断、公約として掲げたならば、国に
先んじて実行するのが県民との約束を果たすことではないか伺う。

5 バス通学費無償化について

(1) バス通学費への支援策の現状を伺う。

(2) 所得制限撤廃が行われず、完全無償化がいまだに果たされていない理由は何か伺う。

(3) 沖縄県も人口減少へと転じ、全国的にはバス路線の維持が課題となっているが、県として
今後見込まれる同様の課題への対策をどのように講じていく考えか伺う。

6 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

2 20分 末松　文信（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 沖縄振興計画の策定と施策の評価について

ｱ 沖縄振興計画５次50年余にわたる施策実施に対する知事の評価を伺う。

(2) 県土の均衡ある発展について

ｱ 公立沖縄北部医療センター整備に向けた取組状況について

ｲ 鉄軌道導入への取組状況について

ｳ 名護東道路の４車線化と今帰仁・本部地域への延伸についての取組状況について

ｴ 本部港の新たな中長期計画を策定するに当たって、本部港（特定地域振興重要港湾）
の港湾区域を名護湾に拡大し、「北部振興拠点港湾」としての位置づけを求める要請に
ついて

ｵ 伊平屋・伊是名架橋の整備促進について

ｶ 伊平屋空港の整備促進について

ｷ 伊是名村勢理客漁港の整備促進について

ｸ 断水が取り沙汰されている中、北部地域の水源涵養機能の維持や環境保全と地域振興
など、やんばるの森・いのちの水を守る施策について

ｹ 名護商工高校へ建築設備系の学科設置について

ｺ 羽地内海の漁場回復と航路等のしゅんせつについて

(3) 米軍基地の整理縮小と負担軽減について

ｱ 知事は、普天間飛行場代替施設の辺野古移設を阻止するとしていますが、最高裁の判
決により国が代執行することとなり、知事の権限が及ばない状況にあると思いますが、御
所見を伺います。

ｲ 一般社会通念に照らし、最高裁の判決に従わない知事の態度について、学校現場等に
おいてどのように説明し指導するのか、教育長に伺います。

ｳ 沖縄における米軍専用施設の面積を全国比率70％から50％に軽減することを日米両
政府に求めておりますが、その根拠を伺います。

(4) 守礼の邦・沖縄の地域外交について

ｱ 平和・地域外交推進課（仮称）を設置するようですが、体制について伺います。

2 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

3 20分 仲村　家治（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 沖縄県における予算と税制改正について

(1) 次年度以降の沖縄県の将来像と戦略を伺う。

2 「こども未来部」の設置内容と意義について

3 交通行政と人手不足について

(1) バス、タクシー等の運転手不足の状況と県としての対策について

(2) 人手不足が観光に及ぼす影響を伺う。

4 沖縄県における宿泊税制度導入について

(1) 基本的な方針について

(2) 関係団体と市町村との意見交換での課題等について

(3) 先進地の調査研究を行っていると思うが、モデルとする先進地はあるか。

5 スポーツ振興について

(1) 奥武山公園におけるスポーツアイランド構想の現状と課題

(2) 現陸上競技場の再開発の状況とサッカースタジアム建設について

(3) 沖縄県にナショナル（国立）トレーニングセンターを誘致してはどうか。

6 海の安心・安全について

(1) 沖縄県の水難事故の現状（本年）の状況と過去３年間のデータも含めて伺う。

(2) 水難事故に対して、知事公室、文化観光スポーツ部、土木建築部、県警本部は、どのよう
な対策を行っているのか伺います。

(3) 次年度以降の水難事故の撲滅対策について知事に伺う。

(4) 沖縄県が直接公募をかけて、指定管理を選定している海浜公園について

ｱ 施設名、担当所管、管理運営委託料を伺う。

ｲ アにて答えた海浜公園において、海水浴客の安全監視業務（ライフガード）を担う事業
者は、誰が選定し、その費用は誰が幾ら負担しているのか、それぞれ伺う。

ｳ 首里城公園管理体制構築検討委員会が示した案で、防災業務は維持管理・運営と別
枠で、県が管理と監督をする「仕様発注方式」に切り替え、費用も別で計上し必要額を
増額するとの報道がありました。海浜公園においても、利益を生まない安全監視業務
は、県が管理と監督する「仕様発注方式」に切り替え、必要額を負担すべきだと思うがど
うか。

(5) 以前質問したＡＩカメラによる「海浜のみまもりシステム」について日本財団の助成を受ける
ことで沖縄に設置可能となっていたが、進捗状況を把握しているか。

(6) 沖縄県の水難事故を防ぐためにＡＩカメラによるシステムの導入に向けて、県として動くこと
はないのか。

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

4 20分 仲田　弘毅（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について（令和７年度概算要求に向けて）

(1) 令和６年度、新規「沖縄観光人材不足緊急対策事業」について

ｱ 県内、観光関連企業団体等の現状をどのように把握しているか、お聞かせください。

ｲ 令和６年度沖縄関係予算で「沖縄観光人材不足緊急対策事業」として５億円が計上さ
れております。その５億円で、人材不足対策にどのように取り組むのか、お示しください。

ｳ 観光業界団体との連携はどうなっているのか、伺います。

(2) 「沖縄健康医療拠点整備事業」について

ｱ これまで大型プロジェクトを概算要求する手順、事例等があれば、伺います。

ｲ 私は、経済界とも相談したうえで、次期大型プロジェクトを令和７年度概算要求にのせる
べきと考えますが、知事の所見をお聞かせください。

(3) 「中部東道路」について

ｱ このプロジェクトが示す中部地区道路行政への貢献度に期待し、沖縄県も積極的に支
援していく、その決意を知事からいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

2 自然災害について

(1) 度重なる地震発生について

ｱ 今年元旦に発生した能登半島地震の事例について、県の認識を伺います。

ｲ 予測される南海トラフ地震及び琉球海溝地震に伴う県の対策をお聞かせ下さい。

ｳ 地震発生時における県の被害想定の見直しはあるのか、改めて伺います。

(2) 沖縄県防災危機管理センター棟整備事業について

ｱ 去る６月議会において総務部長からは令和５年度中に実施設計を行うとの答弁がありま
したが、今年度の進捗状況について伺います。

ｲ あわせて総務部長からは令和７年度の供用開始を予定している旨の答弁がありました。
今般の地震を教訓とするのであれば、可能な限り前倒しして整備を促進させることが必
要ではないかと思いますが、当局の考え方を伺います。

(3) 県の中核病院・県立中部病院について

ｱ 県立病院で耐震基準を満たしていないのは、中部病院４棟のうち南病棟だけと聞いて
おります。能登半島地震をはじめ、我が国において強い地震が多発しており、南病棟の
早急な耐震対策は必要と考えておりますが、どのような計画になっているのか、お聞か
せください。

ｲ 近年の医療機能の進歩・発展は目覚ましいものがあります。県立病院としてもそのような
進歩に適切に対応していかなければならないと考えております。中部病院本館において
はいち早く建て替えなどの将来計画策定が必要であることは言うまでもありません。病院
事業局長の考えをお示しください。

3 奨学金制度について

(1) 県全体で実施されている奨学金制度について教えてください。

(2) 奨学金制度の広報活動はどうなっているか、伺います。

(3) 県内外で奨学金制度を利用している学生の総数を教えてください。
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4 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

5 20分 下地　康教（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 公共インフラ整備と防災について

ｱ 港湾施設の耐震化や小規模離島の防災体制強化について伺う。

ｲ 特定利用空港・港湾の整備について伺う。

ｳ 防災を含む公共インフラ整備と特定利用空港・港湾整備の違いを伺う。

(2) 生産年齢人口（15から64歳）の減少について

ｱ 2020から2050年の30年で生産年齢人口が減少する調査結果について伺う。

ｲ 18％の減少が予想される生産年齢人口における対策を伺う。

(3) 法定外目的税について

ｱ 沖縄県における観光目的税の導入タイムスケジュールを伺う。

ｲ 各市町村との観光目的税に係る協議及び調整状況を伺う。

2 不発弾処理事業について

(1) 本年度27.06億円と前年度より3500万減額となっている。その理由を伺う。

3 農林水産業について

(1) 繁殖牛素牛の輸送費補助について伺う。

(2) 農業資材高騰対策を伺う。

(3) 和牛子牛被害に係る野犬対策について伺う。

(4) 軽油免税手続の簡素化について伺う。

(5) 佐良浜漁港防暑及び給油施設の改修について伺う。

4 社会資本整備について

(1) 平良城辺78号線と平良新里190号線の交差点（狩俣砕石所前）右折のための時差式信
号設置について伺う。

(2) 働き方改革と人手不足による公共工事の工期設定について伺う。

(3) 電線地中化工事に係る技術管理業務の発注要件について伺う。

(4) 赤土等流出防止対策における調査方法及び市町村との連携について伺う。

(5) 県の景観形成と各市町村の景観形成条例との整合性を伺う。

5 経済・暮らし、医療・教育について

(1) 県立宮古病院における時間外診療について伺う。

6 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

6 20分 小渡　良太郎（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 知事が就任以降いかなる状況においても県政の最大課題としている「普天間基地代替施
設の建設阻止(いわゆる『辺野古新基地建設阻止』)の取組」について、知事は一貫して
「県民の民意」を取組の最大の根拠としているが、この「民意」とは何か。知事の見解を伺
う。

2 防災行政について

(1) 台風６号がもたらした被害について、私の地元、沖縄市泡瀬の一部地域では高潮による
道路冠水並びに住居等への浸水被害が発生した。この件は９月定例会の一般質問でも
取り上げたが、改めて、道路冠水並びに住居等への浸水被害の原因を伺う。また併せ
て、当該被害の責任の所在について、当局の見解を伺う。

3 土木建築行政について

(1) 他の地域と比して遅れが目立つ沖縄市域における県の公共事業だが、下記の事業につ
いて、現在の進捗並びに今後の展望を伺う。

ｱ 県道20号線(胡屋－高原間、高原交差点改良、比屋根地先橋梁)

ｲ 沖縄自動車道池武当ＩＣ及び周辺道路整備

ｳ 東部海浜開発事業

(2) 現状において様々な課題が山積している地域、今後の展望が期待されるエリアについ
て、現在の見解と今後の方針等を伺う。

ｱ 沖縄環状線(アワセベイストリート区間の慢性化した渋滞の解消)

ｲ 沖縄県総合運動公園(施設老朽化や遊具等未修繕・既存施設未活用のまま放置、令和
16年国体に向けた再整備等)

4 保育行政について

(1) 待機児童ゼロがいまだ果たせない沖縄県において、現在ほとんどの待機児童は「ゼロ歳
から２歳児」であり、積年の課題である待機児童解消のためにはここに力を入れるべきで
あることは明白である。そこで、最も親の手がかかる当該世代の特徴を鑑み、認可外保育
所等に協力を仰いで「居住地だけでなく就労地近辺でも預けられる」市町村の枠組みを
超えた広域保育制度の設立を提案する。
　この提案については文教厚生委員会では何度も議論している案件なので、担当部局に
は「部局内での検討」の結果及び「他府県における先進地例等の調査は行ったか否か」、
並びに「実現に向けたハードルや課題等」について伺うこととし、その上で知事の感想と
見解をお聞かせ願いたい。

5 教育行政について

(1) 部活動の県外派遣について、県代表として県外等に派遣される子供たちやチームに対
する派遣費のサポートはどのように行われているか、現在の状況と県教委の考えを伺う。

6 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

7 20分 又吉　清義（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 沖縄県における道路整備状況について

(1) 宜野湾横断道路（東側区間）の進捗状況について

(2) 宜野湾縦断道路整備計画の進捗状況について伺う。

(3) （仮称）中城ＩＣの進捗状況について

(4) 浦添西原線の進捗状況について伺う。

(5) 西海岸道路の浦添北道路並びに宜野湾地区道路の整備の進捗状況について

2 基地行政について

(1) 知事は米軍基地返還跡地の調査でフィリピンを訪れたとのことですが、これから返還され
る跡地にどのように生かし反映をしていくのか伺う。

(2) 今後10年以内に返還されるであろう普天間飛行場跡地の県の整備計画の進捗状況を伺
う。

3 今後、確実に減少していく労働生産性人口の県経済や、各種行政、社会福祉、社会整備に
及ぼす影響等について伺う。

4 健康おきなわ21（第２次）最終評価報告書を受け、全体目標である①平均寿命の延伸、②健
康寿命の延伸、③早世の予防について

(1) 改善に向けた予算について、どのように新年度予算に組まれているか伺う。

(2) 改善に向けた目標数値はどのように設定をし、これまで取組を進めているか。

5 知事公約の学校給食費の無償化はいつまでに実現するか伺う。

6 令和６年度一般会計予算の施策概要の重要政策、推進政策、主な事業とカテゴリーがあり
ますが、その違い、最優先されるのはどの部類か伺う。

7 学生の交通費の無料化について伺う。

8 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和6年第1回沖縄県議会(定例会)

02月27 日(火)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答弁を求める者

8 20分 座波　　一（沖縄・自民党) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 国土防衛と大規模災害対策について、県民を守る立場から沖縄県の役割と責任及び自
衛隊や米軍との信頼関係構築に向けた取組について伺う。

(2) 普天間基地移設後の嘉手納以南の跡地利用計画は、沖縄県全体の振興発展に極めて
重要だが知事は国と連携し取り組むべきではないか伺う。また名護市久辺三区に対する
条件整理や振興策は国に委ねているのか伺う。

(3) 水道料金値上げや老朽インフラ整備予算不足等、一括交付金に過度に依存した企業局
の財政の在り方は、県民に命の水を安定供給する公共事業として疑問である。企業局の
経営支援について知事の考え方を伺う。

(4) 離島振興の足かせは狭隘な港や空港である。国は災害や防衛に寄与する民生事業とし
て特定利用空港・港湾整備方針を示したが、知事は防衛力強化を理由に拒否している。
知事の政治的事情で離島振興を犠牲にすることになるが知事の考えを伺う。

2 県土の均衡発展について

(1) 沖縄本島東海岸地域と南部地域のインフラ整備は西側や北部地域に比べ明らかに遅れ
ている。中城港湾と那覇港湾を結ぶ物流道路や那覇空港とＭＩＣＥ施設を結ぶ幹線道路
の整備は沖縄県ハシゴ道路整備計画に位置付けられているか伺う。

(2) 南部東道路の全線開通が大幅に遅れ知念半島方面への延伸も調査区間のままである。
知念半島周辺は海抜10ｍ以下に1万4000人が暮らしており道路事情は脆弱である。能登
半島災害の教訓から「半島災害」に備えた道路網整備が急務だが南部東道路の延伸を
見据えた県の取組を伺う。

3 畜産業の危機に対する県独自の支援策について

(1) コロナに続き、飼料高騰は畜産農家の存続問題となっている。県は早急に現状を把握し
て短期的な救済措置と中長期的な支援策を講じるべきであり、沖縄県の食料を支えてき
た畜産農家の減少を止めなければならない。沖縄県の食料自給率向上の観点からもちゅ
うちょする問題ではない。県の考え方を伺う。

4 県民の足となる公共交通の在り方について

(1) 南北縦断鉄軌道は事業化のめどが立たず都市モノレールの延伸計画もないまま県は新
たな公共交通システムの構築を模索している。公共交通の社会的責任は県民の生きる権
利に影響し、県民は未来の鉄軌道より明日の足が欲しいのである。沖縄県は今こそ短期
的に実現性の高い交通政策を実行するべきであり、そのために在来のバスやタクシー等
の交通機関を活用して取り組むべきだが県の方針を伺う。

5 沖縄県の国際人材育成事業の縮小化について

(1) 国際人材育成事業における派遣人員募集が2023、24年に当初予定人数を年度中途で
半分以下に縮小された。国際人材の育成は沖縄県の重要な施策と位置付けられ、海外
留学者の実績も出ており海外留学に託した若者の夢を絶ってはならない。なぜ当初予算
で計画した人員を半分以下に縮小したのか伺う。

6 違法なオンラインカジノから若者を守るための施策について

(1) 発信拠点が外国にあるオンラインカジノは規制法がなく若者が容易に利用しやすく国内
で約200万人が利用している。県内の若者も被害者が増えておりギャンブル依存者が多
いとされる沖縄県は県民に警鐘を鳴らし国に法的対策を求めるべきではないか伺う。
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7 我が党の代表質問との関連について


